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2.  はじめに（ワークショップ企画趣旨） 
電子式コンピュータの実現以来、機械翻訳がその応用の

一つとして構想されてきた。コンピュータを利用した複数

言語間のコミュニケーション支援としては、機械翻訳・音

声翻訳通信などに加え、インターネットの普及に伴って多

言語検索なども普及しつつあるが、こうした研究で蓄積さ

れた要素技術を外国語学習に応用する研究にはまだ大きな

発展の余地が残されている。 
外国語学習における情報処理技術の応用は、コンピュー

タとインターネットを中心としたマルチメディア教室の構

築やCAIなどに集約されるように考えられる傾向にあるが、

e-commerce における SDI（選択的情報配信）を web-based 
training に応用し、音声認識・音声合成・情報抽出などの知

的情報処理の要素技術を応用することにより、外国語学習

の質を飛躍的に高めることが可能となっている。 
本ワークショップは、コーパス言語学・知的情報処理・

計算機科学などさまざまなバックグラウンドの研究を現実

の外国語学習に直接的に応用しつつある研究者があつまり、

「知的情報処理を活用した外国語学習」のあり方について、

その可能性と限界を探ろうとするものである。 

3.  外国語学習におけるシステム支援 
外国語学習の形態には、教室で一人の教員を中心に学習

を進める一斉授業方式、一人の教員と小人数の学習者で対

面式に行う運用練習、PC などを利用して個人で行う自習な

ど、さまざまなスタイルが考えられる。学習内容について

も、知的発達段階と学習到達度に応じて、語彙・構文など

の言語材料の習得、文章構成の基本的方略や有効な説得の

ための対話方略の習得など、さまざまなレベルが想定され

うる。デジタルメディアの利用についても、メールや遠隔

会議システムなどを利用して習得中の言語による実際のコ

ミュニケーションを実体験することを重視する「コミュニ

ケーション誘発型の学習」と音声・文字の提示やキーボー

ド・マウス・音声などによる反応を中心とした「基本事項

のドリル学習」とでは、必要となる技術的支援も異なる。 
選択的情報配信を外国語学習に応用すると、学習者の到

達度と学習履歴から、ネットワークにアクセスした時点で

特定の語彙や表現の学習を促す画面を提示するといったシ

ステムや、その学習者がweb のブラウザを使用して外国語

の文書を見ようとしたとき、到達度を超える表現について

例文を示したりパラフレーズを提示したり辞書の記述を表

示することによってその読解を支援するといったシステム

の介入が考えられる。 
これは外国語をまだ不完全にしか習得していない学習者

に対して、システムの介入によってその外国語の理解を補

佐しつつその利用を支援することによって結果的に学習を

成立させるという考え方であり、到達学習レベルに応じて

補助的な語彙学習を促す、音声を文字化して表示する、文

字テキストを音声化して提示する、テキストを書き換えて

提示する、内容の理解に不可欠な文化的背景の説明を加え

るなど、さまざまな実現形態が構想できる。 
システム構築のための構成要素には、学習の基礎原理と

学習対象のモデル化、学習用基礎資料の収集・選択・開発、

コンテンツの作成・展開、教材の配信と提供、学習履歴の

分析と保存、学習到達度の測定などがあるが、以下ではこ

れに関連して語彙学習とコーパスについて、また言語資料

を教材として加工する際に利用可能なさまざまな基礎的研

究について紹介する。 

 



 

4.  語彙学習 
4.1. 語彙学習の重要性 
一般に学習者は語彙の知識を内容理解の第一の拠り所と

する(Huckin & Bloch [29])ため、語彙不足は学習者にとって

重大な障害になる(Ulijin [36])。従って、このような問題点

を克服するには、教材選択の際、学習者の語彙レベルと教

材の語彙レベルが乖離しないような配慮が必要である。そ

のためには、語彙レベルを計測するための信頼性の高い尺

度を設けた上で、1）学習者の語彙レベルはどの程度か、2）
当該英文素材を理解するのに必要な語彙レベルはどの程度

かを計測する必要がある。 

4.2. 学習者の語彙レベルの計測 
現在までのところ、学習者の到達語彙レベルを測る標準

化された語彙力判定テストはないようである。望月[19]、
投野他[12：151]によると、現在、考案されているテストに

関して、「語彙力の測定は語彙サイズと語彙知識の深さの

2 面からなされるべきものであるが現時点では両者を同時

に測定するテストは開発されていない」（望月[19：28]）と

いわれている。前者の語彙サイズを測る代表的なテストに

はNation によるVocabulary Levels Test がある[31]。このテ

ストの対象者は 2,000 語レベル以上であるので、初級学習

者の語彙レベル測定には適さない。後者の語彙知識の深さ

を測るテストも開発されているが、上級レベルに達しない

日本人英語学習者には、語彙サイズのテストの方がすぐれ

ていると考えられている（望月[19：28]） 
初級学習者から中級学習者の語彙力判定の試みとして、

竹蓋他[9：4]は「Keyword System 5000」（竹蓋 1994）の認

知レベル1～5の5,000語データベースからランダムに抽出

したサンプル語を利用して学習者の語彙力を推定している。

上記語彙リストは公開されているが、テスト自体は公開さ

れていない。 

4.3. 学習教材の語彙レベルの計測 
難易度が「易」から「難」レベルまで広範囲にわたる英

文素材の語彙レベルを計測するには、比較基準として十分

なサンプル量に基づいた大規模な語彙リストが必要となる。

100 万語のコーパスでは出現頻度 7,000 位になると、語の出

現回数は 10回程度に激減してしまい、十分な資料が得られ

ない。その点、2000 年にEU 圏外にも公開された１億語の

電子コーパスであるBritish National Corpus（BNC）の場合、

出現頻度 38,000位で語の出現回数が 100 回あり、現在使用

可能なコーパスの中で最も詳細な資料が得られるものと言

える。 
このBNCの出現頻度順リストを尺度に利用して中條[10]、

中條他[11]では入試問題、各種テスト、英文雑誌、新聞、

ニュース、学校教科書、英文論文等の語彙レベルを計測し

ている。現在、広範囲にわたる英文素材の語彙レベルを自

動的に計測できるシステムの開発中である。 
平易な英文素材の場合は、イー・キャストが教科書語彙

データベースを利用して、中 1レベルからセンター試験レ

ベルまで 6段階のレベルチェックを行なうソフトウェアを

発売している。 

4.4. 学習者のレベルに応じた語彙学習支援システムの可能性 
学習者の語彙レベルと学習教材の語彙レベルの両者が共

有データベースを使用して自動的に計測可能になれば、学

習者の到達語彙レベルを超える学習教材の語彙を支援する

システムが可能になる。そのシステムを考える際には、瑣

末なように思えるかもしれないが、固有名詞・数字等の処

理、lemmatize できない語の処理をどうするか、といった問

題点を解決する必要がある。 
 

5. 学習資源としてのコーパス 
5.1. コーパスを用いた英作文支援 
大規模なテキストデータ（コーパス）は、それ自身、英

語学習のための資源として利用できる。たとえば、読売新

聞は、日本語記事だけではなく、英文の記事（Daily Yomiuri）
も研究用に利用でき、1 年分ごとのCD-ROM が市販されて

いる。通信総合研究所では、読売新聞とThe Daily Yomiuri
を用いて、18 万対の日英文対応と、約 10 万対の日英記事

対応（95,000 対）のデータを作成し、公開している[6]。こ

れは研究利用が可能な日英対訳データとしては最大のもの

である。日英対応のついた新聞記事（コーパス）を人間に

とって有効な情報源として用いて、私たちが英語の文章を

書く場合に有効な情報を得ることが出来る。ここでは「い

かがなものか」という辞書では調べられないような表現を、

まず日本語記事から検索し、得られた日本語文と、それに

対応する英語文から、それぞれ日本語と英語の特徴語を表

示する。日本語の特徴語から「いかが」を、英語の特徴語

から「Ｉ」を選んで絞込検索（双方の語を含むようなもの

だけを表示する）を行うことにより、「いかがなものか」の

訳として「I doubt」という表現を候補として得ることがで

きる。このような手法を用いれば、最近の新聞記事を通し

て、新しい単語や表現の適切な訳を選択することが可能と

なる。 

5.2. 学習者コーパス 
大規模な英語学習者コーパスとしては、通信・放送機構

と通信総合研究所が作成した、ACTFL/OPI に準拠したイン

タビュー形式の英語能力判定テストである SST（Standard 
Speaking Test）のインタビューを書き起こしたSST Corpus
がある。日本人の被験者 1200名（300 時間）の英語による

インタビューを書き起こし、言い直しやフィラー等の情報、

誤り情報を付与しており、世界最大級の学習者コーパスと

なっている。通信総合研究所では、このコーパスに誤りタ

グを付与することにより、日本人の英語発話の誤り分析を

行う[3]と共に、誤りの自動検出[7]、被験者の英語習熟度[35]
の自動判定の研究を行っている。また、補助的なコーパス

として、母語の干渉を調べるため、このコーパスを日本語

に翻訳した「日本語コーパス」と、母語話者の発話との比

較のための「正解コーパス」を作成している。 
 

 



 

6.  コーパスの普及と活用技術の向上を目指して 
6.1.  コーパスの普及 
従来、コーパスは一部の研究者や辞典執筆者だけが使用

する特殊な言語資源と考えられてきた。現在、インターネ

ットの普及によって、質や内容さえ問わなければ、誰もが

簡単に外国語のテキストデータを集めて二次加工できる環

境となっている。しかし、その一方で、信頼性のあるBNC
や BankOfEnglish のようなバランスコーパスこそ、インタ

ーネット検索と同じように簡単に利用できないかというニ

ーズが高まっている。また、ESP 教育に対応して、科学技

術論文や専門誌をソースにした ESP コーパス([33], [32])の
需要も非常に高い。こうした背景から、小学館では、中学、

高校の英語教育者から、一般の英語学習者まで、目的に応

じて簡単に使えるコーパスの検索サービスを本年度中に実

施する予定である。文法問題の作成、辞書では確認できな

い語法の調査、CALL 教材とコーパスとの連動など、コー

パスの利用範囲は非常に広いと考えられるため、様々な場

面に応じたコーパスの利用方法をサービスサイト上で啓蒙

してゆく。 

6.2.  活用技術の向上 
コーパスの普及と同様に、コーパスの活用技術の向上も

求められている。注意深く設計され収集されたコーパスは、

言語現象、言語活動の多様性を良く再現していると考えら

れるため、語彙の頻度情報のような単純なものから、動詞

のサブコテゴリーの頻度分布など、コーパスから得られる

二次的な言語知識の活用が広く期待されている。そもそも

コーパスが開発された直接の目的は、個別の言語研究より

も語学教材と辞典の開発であった。コーパス開発から辞典

執筆の過程は、辞典という知識データベースに言語素材を

コンパイルするデータドリブンなフローとして捉えなおす

ことが可能である。コーパスに別種の言語知識や自然言語

処理の技術を適用させたコーパスマイニング[30] は、今後

様々な言語上の知見をもたらしてくれるだろうし、そこで

得られる二次的な言語知識自体の公開サービスも必要であ

ろう。 
このようにコーパスの普及と活用技術の向上は、外国語

学習に携わる人々に役立つ情報基盤に不可欠な要件となる

だろう。 
 

7. Global Document Annotation とその応用 
Global Document Annotation (GDA) [14]は XML のインス

タンスであり、タグの構造とそれらの属性によって、文書

の統語や意味に関する構造を明示するための枠組である。

具体的には係り受けや省略の補完、語義、スコープ、照応・

共参照、発話行為などを明示することができる。 
文書群に対して予めこのような情報を付与しておくと、

質問の構造と文書中で合致した各部分の構造の両方を考慮

することで、システムは単にシソーラスを引いて類義語を

提示するだけではなく、類義語の優先度を決められるよう

になる[34]。例えば、「住宅を安く作る」という質問に対し

て「作る」の類義語を提示することを考える。質問グラフ

において「作る」は「住宅」と隣接していることから、「作

る」の類義語の中でも文書中で対応する部分グラフにおい

て「住宅」と隣接する語の優先度を高くする。このように

すれば、文書中で「住宅を建設する」のような部分が存在

すれば、「建設」の優先度が高くなり、より適切な類義語を

提示できる。 
また要約についても、変換後のグラフに対して活性拡散

を行なうことによって重要な要素を見つけ出し、それらを

含むようなできるだけ小さい部分グラフから文を生成する

という方法で高品質な要約を行なうことができる[6]。活性

拡散を含めて何らかの方法で文書中の各要素の重要度を計

算して重要度の高いものだけを残す、という方法で文書を

要約する方法はすでに様々なものが実現されているが、単

に重要度の高いものだけを残すだけでは意味の通る文章に

はならない。先行詞が削除された代名詞をもとの名詞と置

き換えたり、主節が削除された従属節の時制や相を整えた

りといった細かい後処理もタグで付与された情報を使えば

可能である。 
現在、新聞記事の他に国語辞典の語釈文や和英辞典の例

文に対してアノテーションを行なっている。とくに和英辞

典の例文に対しては、見出し語と対応する語句および対訳

文間での語句の対応関係を明示したタグを付与している。

これらのデータと上記の検索や要約の技術を用いることで、

与えられた語に対する訳語がどのように使い分けられてい

るかを網羅的に調べたり、原文と構造を指定した部分的な

翻訳から残りの部分を自動的に生成するといった、簡単な

英作文の学習支援や問題の半自動生成を行なうことが可能

となる。 
 

8. 日英 2 ヶ国語音声化システムBEP と語学学習 
8.1. 日英 2ヶ国語音声化システム BEP 

BEP (Bilingual Emacspeak Platform) [37, 22] は，日本の視

覚障害者用の日英 2 ヶ国語音声化システムであり，Unix で

標準的に使われている高機能エディタEmacsを音声化する．

BEP は，米国の全盲の視覚障害者であるRaman が自身の学

位論文執筆に使えるシステムとして開発したEmacsepakを
基にしており，(1) 英語以外に日本語も扱える，(2) Linux
と Windows の両 OS で使える，(3) テキストエディタであ

るEmacs の上で，電子メール，Web ブラウズ，プログラム

開発，辞書検索，文書作成などの様々な機能を利用できる，

といった特徴を持つ． 
BEP は日本人用の日英 2 ヶ国語音声化システムとして，

以下の 3 つのバイリンガル音声化モードを持っている[4]． 
(1) ネイティブ英語モード: ASCII 文字はすべて英語と判

定し，英語の音声合成を用いて 読み上げる．1文中に英語

と日本語が混在していた場合も，その都度音声合成の言語

を切り変えて正しい発音で読み上げる．このモードなら，

'r'と'l'や，"cup"と"cap"の違いも聞き分けることができるし，

イントネーションも正しい． 
(2) 混在モード: 一定の長さ(デフォルト 40 文字)以下の

ASCII 文字の連続は日本語と判定し，カタカナ読み（注；

 



 

英単語見出しに対してカタカナで発音を表記した辞書を用

意し，この辞書を用いて英語をカタカナに変換してから読

みあげる）で日本語の音声合成に送る．日本語文中に現れ

る短い英文字列は日本語の一部として読み上げる方が自然

と思われる場合が多いので，日本人用のバイリンガルシス

テムとして，このモードをデフォルトとしている． 
(3) すべてカタカナモード: ASCII 文字列もすべてカタカ

ナ読みとして日本語の音声合成で出力する．プログラミン

グなど特定の環境では，英数字のみで書かれた情報でも，

すべてカタカナ英語で読み上げるほうが日本人にとってわ

かりやすい． 
プログラム開発モードは「すべてカタカナモード」，Web

ブラウズは「ネイティブ英語モード」，というように，読み

上げる情報のコンテキストに応じてバイリンガル音声化モ

ードを切り替えることができる．また，コマンドひとつで，

いつでもモードを切り替えることができる． 

8.2. 文字情報の音声利用 
目で見ることができない状況では，コンピュータが持つ

情報を読み上げさせて耳で聞くことになる．音声出力には，

(1) 眺望感がなく，望む情報がいつ出力されるのかを最初

にざっと眺めて知ることができないためにその情報が出力

されるまで待たなければいけない，(2) 再生された音は消

えてしまい，聞き返すことができない，(3) 目で読むより

も耳で聞くほうが約 2倍の時間がかかる，といった特徴が

あるので，視覚障害者用の音声化システムには以下のよう

な工夫が必要である[23]． 

8.2.1. 音声出力における文字種の区別などの工夫 
コンピュータが持っている文字情報を正確に効率的に聴

覚を通して取得したい場合，大文字や小文字などの文字の

種別や句読点がどこにあるかなども知りたい場合がある． 
文字種を英語だけに限っても，句読点や特殊記号を読む

かどうか，あるいはどの程度まで記号類を読むかなどの

punctuation mode を指定できる必要がある．また空白文字を

指摘できる機能，短い言葉やビープ音や声の高低や種類を

変えることなどで大文字を小文字と区別して読み上げる機

能，文末で少し間を置いたり短い音を出したりする機能も

必要である．その他にも単語として読むだけでなくスペル

アウトして読み上げる機能，alpha などのようにフォネティ

ックコードでアルファベットを読む機能，同じ記号が連続

しているときは数に変換して読み上げる機能なども必要で

ある． 

8.2.2. 漢字音声化の工夫 
日本語にはさらに多くの機能が必要となる． 
(1) 同音異義語が多い漢字の読み上げには 3 種類のモー

ドが必要である． 
 a) 詳細読み; 漢字を音声で識別するために「タンボの

田」などのユニークな説明つきで読み上げる機能．カナ漢

字変換時に必須． 
 b) 簡易読み; カーソルを移動する際の一文字読み上げ

時などにできるだけ簡単に漢字を音声表示する機能．音読

み(や訓読み)をする． 

 c) 滑らか読み; 文脈の中で構文解析をして正しく読む

機能．現在は音声合成ライブラリや音声合成装置がこの機

能を担ってくれるので視覚障害者用音声化システムとして

は特に仕事をしなくて良い． 
(2) カタカナを音声で識別する機能も必須である．声の

ピッチまたは男女を変えてカタカナを識別している場合が

多い． 
(3) ローマ字、数字、カタカナの場合、全角と半角を区

別する必要がある．声の高さで識別するなどの工夫がなさ

れているものもあるが，まだ一般的ではない． 
(4) ローマ字はアルファベットで書かれているが英語の

音声合成では正しい発音にならないので正しい発音に変換

する必要がある．Windows で使われている音声合成ライブ

ラリなどにはこの機能がないので，音声出力システムの中

であらかじめ正しい発音のカタカナ文字に変換した上で音

声合成ライブラリに読み上げさせる必要がある． 
(5) 日本人であっても英語を扱う機会は多い．英語を正

しく発音する機能も必要である． 

8.2.3. その他 
カレンダーのような 2次元の表を聴覚に適した形で表現

するためには，今表示しているのが 2次元の構造を持った

データであることを音声化システムが知り，2次元構造を 1
次元の音声ストリームに適した形に加工してから出力する

仕組みが必要である．つまり，(1) データ以外に，データ

の性質を示すためのデータ，(2) データの性質に応じてデ

ータを加工する機能，が必要になる． 
画面表示に使うフォントにいろいろな種類や大きさがあ

るように，音声出力に使う音声にも Voice フォントという

概念がある．いろいろな声，大きさ，速度，ピッチ，イン

トネーション，を持った声を使ってデータの性質を示すこ

とで，耳で聞いたときにわかりやすくなることが期待でき

る． 

8.3. BEP と語学学習 
BEP のベースとなっているEmacs は，Emacs Lisp という

プログラミング言語が動作するプラットホームでもある．

Lispはもともと人工知能の研究用に開発された言語である

ので，Emacs にはテキストを走査して解析する機能が豊富

にある．Emacs には心理カウンセラー Eliza という，ユー

ザの入力に応じて会話をしているかのような振る舞いをす

る人口無能のプログラムもある．BEP 自体もこの Emacs 
Lisp で記述されており，Emacs Lisp が識別したテキストの

言語属性を利用してバイリンガルの音声化を実現している．

テキスト処理に優れている Emacs の特長を活かせば，

Emacs をテキスト情報を処理するエンジンとしても利用で

きる．BEP に音声入力の機能を追加すれば，音声ベースで

利用できるインタラクティブなテキスト処理システムにな

る．そのような応用のひとつとして，語学の学習ソフトが

考えられる． 
BEP を英語学習に応用しようとした例として，飛岡氏の

修士論文 [13]がある．この研究はEmacs を使うところまで

は実装できなかったが，耳で聞いたり声に出したりするこ

 



 

とが重要な語学学習の自習システムに音声入出力インター

フェースを利用する可能性を示している．すなわち学習者

は，合成音声で出力された英語を聞いてListening の練習を

し，学習者が発声した英語を音声認識させることで，音声

認識できるという意味で正しい発音で話す練習ができる．

このシステムのバックエンドとしてBEP を利用すれば，日

本語と英語の両方を学習者に適した形で音声化できるし，

音声認識の結果を元に正誤を判別し，それを元に新たな問

題文や課題を提示することが簡単にできる． 
また Eliza に音声インターフェースを追加すれば，心理

カウンセラーと英会話をしているかのようなプログラムを

作ることもできる． 

9. 教員のニーズに基づく学習履歴の分析と表示 
近年、e-Learning システムが隆盛の時期を迎えている。

それにあわせて所謂、LMS（Learning Management System）

が各社から競うように開発・販売されている。ただ、多く

の LMS 製品を観察した後、ひとつ共通点を上げるとすれ

ば、それは“学習履歴表示機能・統計機能が貧弱であると

言わざるを得ない”点である。学習者ごとの正解率分布が

棒グラフや折れ線グラフなどで綺麗に表示されたり、学習

者全体の平均点などが組み込まれている製品は多い。一方

で、ちょうどその頃宮崎はCALL 用英語学習ソフトを試作

しており、英語教員から“自ら教材を開発できるように”

や“学習者の履歴情報が解るように”などの要望を試作ソ

フトに対して受けていた。しかも（前者については本発表

の主旨から外れるため割愛する）、後者については、英語教

師が本当に欲しい学習履歴情報というのは、上述 LMS の

成績表示機能にあるようなレベルの物だけではなく、より

細かく奥深いものであることを実感した。こういった背景

のもと、教員の立場として見た“かゆいところに手が届く”

学習履歴の収集・加工・表示法について考案し、CALL 用

英語学習ソフトを現在開発している（参考文献[8, 16, 17, 
18]を参照のこと）。たとえば 
各種 criteria に対するランキング（○問題別正解率 ○平

均解答時間 ○テスト実施回数 ○学習日数 ○（正解率によ

って A,B,C などにレベル分けした）ランク分布 ○満点獲

得回数 ○正解率伸び幅）機能、また学習者の成績を総合す

ることによる各問題の難易度（加えてランキング）の計算、

学習者の誤解答の全リスト表示（または個人ごと表示）、個

人別成績結果と問題別成績結果間の密なるリンク付け、

（学習者の階層ごとの）クラスター分析、問題を解く際に

学習者の挙動を示唆する解答軌跡などがある（太字は実装

済み）。最終的にはこれらをモジュール化し、CALL システ

ムあるいは LMS の学習履歴機能に組み込んでいくことが

最終ゴールである。 
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